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2020年には
ポータルからプラットフォームへ

メタデータ３０００万件のうち
３５％は再利用可能コンテンツ！



連想情報学：連想技術による新しいMLA連携基盤の構築

日本の文化財ポータル
１１万件



日本の図書館ポータル
（NDL+NII） 2000万件



新システムのビジョン

文化情報クラウドサービス（NII, NDL）
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文化情報の統合的なプラットフォーム

新システムの基本方針

 収蔵資料管理、権利情報処理、展示企画、研究・教育、国際発信をサポート

 標準メタデータ体系（典拠情報など）による外部情報システムとの連携

 デジタル資料の保全（ダークアーカイブ、遠隔バックアップ等）

オープンキュレーション環境の実現

拡張性の高いシステム構築

 変化に柔軟なシステム設計（つながり、育つシステム構成）

 オープンソース・ソフトウェアの活用（信頼性、安全性）

 システムの保守・運用負担の軽減（特定ベンダーにロックインしない）

 企画展示アーカイブ、特集雑誌、研究書などに沿ったブラウズ環境

 専門家、研究者、学習者など多様な利用者の知見を収集・整理

 電子展示、研究・教育のためのオーサリング環境



●利活用

●個別のアーカイブ機関

文化関係資料のアーカイブの将来的な全体像

国際文化交流 教育・研究活用 地域活性化 新産業創出

●文化ナショナルアーカイブ（日本版ヨーロピアーナ）
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・他の機関とのネットワーク形成（分野別アーカイブの構築・拠点の整備）
・現物資料の収集・保存、デジタル化、アーカイブ構築

国立

国会図書館
・文化庁と国立情報学研究所等が連携して運用
・様々な分野のアーカイブに共通のプラットフォームを提供

個人所蔵 連携

・NDLの収蔵図書に
関するデータベース
の活用

・アーカイブのNDL
のシステム上での
閲覧

・コンテンツの創造基盤

（デジタル情報の編集・加工による付加価値の高いコンテンツの創造）

・文化情報発信基盤
（横断検索、ナビゲーション、関連性発見）

連携

拠点

分野別アーカイブ

個別機関

文化関係資料のアーカイブ
に関する有識者会議

参考資料



● 恒久的保存基盤

ナショナルアーカイブの全体像

活用基盤

●目的別情報発信基盤

デジタルコンテンツ
永久保存庫

汎用検索・提供機能（拠点・分野・形態を問わないプラットフォーム）

文献・ウェブ情報
発信基盤

メディア芸術・デザイン・文化
遺産オンライン関連発信基盤

災害情報
発信基盤

蔵書の

デジタル化

収集機能 組織化・知識化

国際文化交流

●コンテンツ創造基盤
キュレータによる分野横断的な新たな価値の創造（innovation）

知の循環

●運用基盤
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普及啓発

制度・法整備

標準化推進

研究開発

調査研究

人材育成

コンテンツ
整備支援
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（？）

デジタル
ネットワー
ク社会に対
応した環境
整備（知財
計画2014）
の一体的
な実現
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リサーチナビ 日本版ヨーロピアーナ ひなぎく
SINET

電子展示会

調査報告書等
の刊行物

知財本部・科学技術イノ
ベーション会議等の連携

NDLSearch API
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